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今月のテーマ「防災訓練の必要性について」 

近年、東日本大震災などの大規模自然災害に

より、甚大な被害が発生しており、防災意識は

高まりつつあります。しかし、防災対策は十分

に広がっておらず、災害を自分ごととして捉え

られていないなどの課題を抱えていることも

事実です。2022年にセコム株式会社が、全国の

20 歳以上の男女 500 人を対象に実施した「防

災に関する意識調査」では、約 9 割が「今後、

災害の増加や被害が拡大する可能性がある」と 

の回答にも関わらず、実際に対策をしている人は 47％にとどり、防災意識の低さが見

て取れます。（報道資料 2022 年度版–8 月 24 日–セキュリティ（防犯・警備）のセコム (secom.co.jp)） 

本校生徒の中にも災害が多発することへの意識はあるように見えますが、避難訓練

を実施してみると、どこか緊張感がなく、‘訓練のための訓練’になっていることが伺

えます。‘大切な人を助ける’や‘自分ごと’ととして、訓練の際から主体的にイメー

ジしておくと、学校ではない場面でいざというときの対応力もずいぶんついてきます。 

なお、本校でも様々な場面で避難訓練が行われていますが、熊本市をはじめ、多く

の自治体でも年に一度や二度の訓練が行われています。以下に熊本市の事例を載せま

すが、自分が住む各自治体の HPや広報などを確認し、考える機会を作ってください。 

 
【熊本市】令和 7 年度（2025年度）第 2 回緊急地震速報訓練について 
(1) 日時 
令和 7 年度 11 月 5 日（水）午前 10 時 00分頃 
※ 気象、地震活動等の状況により、訓練を中止するこ

とがございますので、ご了承下さい。 

(2) 内容 
消防庁、気象庁から配信される緊急地震速報(訓練報)

確認後、以下の伝達手段により市民に伝達します。 

(3) 情報伝達手段 
 ・防災行政無線 ・緊急告知ラジオ ・災害情報メール ・熊本市公式 SNS（LINE、X、Facebook） 

(4) 配信内容 
・防災行政無線及び緊急告知ラジオ（放送内容） 

・災害情報メール及び熊本市公式 SNS（送信内容）    （熊本市の HPより抜粋） 

 

 

    

  

  

令和７年１１月１６日発行 

熊本県立湧心館高等学校 

過去のぼうさい通信を見ることができます ◎ぼうさい通信（毎月 16日発行） 
本校ＨＰにアクセスしてみよう。  https://sh.higo.ed.jp/yusinkan/ 

 
くまもとマイタイムライン（デジタル版 マイタイムライン）は、 

https://portal.bousai.pref.kumamoto.jp/timeline/#/ で作成可能です。 
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